
仙台南部地区特別支援学校整備事業に係る進捗状況について

１ 事業の概要

仙台圏域における知的障害特別支援学校の狭隘化の解消を図るとともに，今後も増

加が見込まれる軽い知的障害のある生徒（中学校特別支援学級卒業者）の後期中等教

育段階における学びの場を確保するため，仙台市南部の秋保地区に特別支援学校を新

設する。

（１）予 定 地

仙台市太白区秋保町湯元字鹿乙(旧拓桃医療療育センター・旧拓桃支援学校跡地)

（２）事業規模（１４，１４３㎡）

・校舎４Ｆ（小学部・中学部・高等部普通科） ７，９０２㎡

・校舎２Ｆ（高等部産業技術科） ３，６０１㎡

・寄宿舎・生活訓練棟 ２，６４０㎡

（３）学校規模（３６学級・定員２１０名）

・小学部 １２学級（単一６，重複６） ※５４人

・中学部 ６学級（単一３，重複３） ※２７人

・高等部（普通科） ６学級（単一３，重複３） ※３３人

・高等部（産業技術科）１２学級（単一１２） ※９６人

（４）事業期間

平成３０年度から平成３６年度まで（平成３６年４月供用開始予定）

（５）事 業 費

建設費 ８９億３，９００万円

２ 進捗状況

○ ８月２４日，宮城県行政評価委員会から 「事業を実施することは妥当と認め，

る 」との答申を受けた。。

○ ９月３日の政策・財政会議おいて，本事業を実施することは適切であると判断

された。

○ 平成３０年度９月議会において，設計プロポーザル関連事業費として１４万

３，０００円の補正予算を計上するとともに，基本設計・実施設計に関する費用

として，平成３０年度から平成３３年度までの４か年で，２億１，１００万円の

債務負担行為を設定する議案を提出する。

３ 今後のスケジュール（予定）

○ 平成３０年１２月～平成３１年３月 プロポーザル方式による設計事業者選定

○ 平成３１年６月～平成３３年７月 基本・実施設計

○ 平成３３年８月～平成３５年１１月 建築工事

○ 平成３６年４月 供用開始予定

課長報告（４）
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